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第３回 KITライフサイエンスセミナー

演者

京都工芸繊維大学大学院・工芸科学研究科
応用生物学系・生体機能学研究分野・教授

１２月１６日(金)18:00 - 19:00

なぜ脳は末梢血液情報を直接感知するのか
ー そのメカニズムと病態 －

宮 田 清 司

日時

会場

対象

京都工芸繊維大学 1号館 2階 0121号室

教員，学生，一般の方

国立大学法人・京都工芸繊維大学・応用生物学系主催
昆虫先端研究推進拠点後援

血液の分子が脳に侵入すると神経細胞に多大なる悪影響を与える。例え
ば、食物に含まれているグルタミン酸は、脳神経には強い興奮作用があり
細胞死をおこす。ゆえに、脳の血管系は血液脳関門により自由な分子移動
を制限している。しかし、脳には血液脳関門を欠く脳室周囲器官と呼ばれ
る部位が存在し、体液組成の変動や細菌などの侵入を直接感知している。
このことは、生命維持に重要なホメオスタシス機構は、脳が直接感知する
ことで、正確で、迅速な応答を可能にしていることを示している。
本セミナーでは、演者らが最近得た脳室周囲器官に関する以下の知見を

紹介する。１）分子量依存的血管透過性の特徴と神経細胞死を回避してい
るアストロサイトのバリア機構。２）血管系の再構築に関わる血管新生と
ペリサイトの機能と意義。３）センサー蛋白質であるTRPV1やTLR4が、末
梢血液情報を直接感知しているメカニズム。４）細菌感染時における、ミ
クログリアの増殖と炎症・発熱機構。５）視床下部や延髄に新しい細胞を
供給する神経幹細胞の存在。
さらに、これらの新しい知見を総括し、脳室周囲器官を標的にした脳疾
病の治療方法開発の可能性について展望する。

事前登録無用
参加費無料


